
熱中症警戒アラート

発表中！！
県内のいずれかの観測所における日最高暑さ指数（WBGT）が３３以上の場合に、「熱中症警戒アラート」が発表されます。

本日以降「酷暑日※」の可能性
※日最高気温４0℃以上
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県内の熱中症による救急搬送者数の推移 (令和６年～令和８年)

県内の熱中症による救急搬送者数

夏
(５月～９月)

５月１日～７月２１日

令和８年 － ４７６

令和７年 1648 ７２８

令和６年 1781 ６７５

初R6.7.3
熱中症警戒アラート

R7.6.18
熱中症警戒アラート

初

※R7.6.27頃
梅雨明け

※R6.7.18頃 梅雨明け

初R8.7.14
熱中症警戒アラート
※R8.7.20頃 梅雨明け

（～7/21）



熱中症警戒アラート発表時（日最高暑さ指数３３以上）は、

不要不急の外出はお控えください

●自身の体調管理 ●高齢者や子どもの見守り・声がけ

熱中症予防に努めてください！

外出時

日傘や帽子を使用

こまめに休憩

屋内

扇風機やエアコンで
温度調整

日頃から

こまめに
水分補給

暑さから、
自分の身を
守ろう！

庭や畑に出ないでください!!



部活動の遠征における移動手段について、
安全・安心を確保するためのルールを整備する必要がある

課題

◎移動手段は多様だが、現状では公共交通機関、教員所有の車両を使用する場合のみ
通知による規定あり

◎教員等の同乗・同行や遠征手段について、校長や保護者への事前報告がない場合が
   ある など

安全・安心の見える化

対策案

９月末を目途にモデルケースを含めた遠征における
移動手段についてのルールを策定

部活動遠征における課題と対策案



１ 調査目的
部活動の遠征のための移動中に生徒に死傷者が出る重大な事故が発生したことを
踏まえ、生徒の安全確保のために必要な措置について検討を行うため

２ 調査対象 県内の県立学校、私立学校

３ 調査対象期間 令和７年度（令和７年４月１日～令和８年３月３１日）

◎部数・遠征回数

全部活動の７２．７％が遠征実施
（県立学校７９．２％、私立学校５６．５％）

部活動の遠征における生徒移動実態調査

県内 県外 計

県立学校 72 1,267 1,004 11,369 2,883 14,252

私立学校 32 513 290 3,028 1,626 4,654

計 104 1,780 1,294 14,397 4,509 18,906

学校数
部数
(部）

うち
遠征有
（部)

遠征回数（回）



◎移動手段

◎遠征の約５０％が公共交通機関を使用
◎移動手段は多様だが、現状では公共交通機関、教員所有の車両を使用する場合のみ通知による規定あり

遠征回数 割合 遠征回数 割合 遠征回数 割合

11,399 50.4% 9,906 55.1% 1,493 32.1%

921 4.1% 745 4.1% 176 3.8%

1,041 4.6% 0.0% 1,041 22.4%

6,488 28.7% 5,396 30.0% 1,092 23.5%

1,519 6.7% 1,052 5.9% 467 10.0%

374 1.7% 335 1.9% 39 0.8%

755 3.3% 497 2.8% 258 5.5%

上記以外（タクシーなど） 133 0.6% 45 0.3% 88 1.9%

22,630 17,976 4,654

レンタカー

移動手段
計 県立学校 私立学校

公共交通機関

貸切バス

スクールバス
学
校
関
係
者
所
有
車
両

教員

保護者

関係団体
（OB会、保護者会等）



計 県立学校 私立学校 計 県立学校 私立学校 計 県立学校 私立学校

554 427 127 94 26 68 44 23 21

36 34 2 36 32 4 0 0 0

9 0 9 0 0 0 11 0 11

0 0 0 11 7 4 1 0 1

ー ー ー 71 36 35 13 4 9

8 2 6 2 2 0 0 0 0

9 9 0 37 37 0 1 1 0

上記以外（タクシーなど） 4 0 4 0 0 0 0 0 0

(実部数） 588 447 141 208 104 104 58 28 30

45.4% 16.1% 4.5%

遠征手段について、保護者への
周知がなかった場合がある部数

公共交通機関

貸切バス

スクールバス

学
校
関
係
者

所
有
車
両

教員

保護者

関係団体（OB会、保護者会等）

遠征のあった部数　1,294部

レンタカー

移動手段

教員等（※）の同乗・同行が
なかった場合がある部数

※部活動指導員を含む

遠征手段について、校長への事前
報告がなかった場合がある部数

◎安全管理
●調査対象期間において交通事故の発生はない
●国から貸切バス事業やタクシー事業の許可を受けていない事業者を使用した事例はない
●教員の同乗・同行や遠征手段について校長・保護者への報告・周知がなかった事例があった

◎部活動の遠征における移動手段について、安全・安心を確保するためのルールを整備する必要がある

全ての遠征に
教員が引率
（現地での合流を含む）


	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

